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受難節第 5 主日礼拝 説教 「一粒の麦」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2020 年 3 月 29 日  

イザヤ書 63 章 1～10 節 ヨハネによる福音書 12 章 20～36 節 

受難節第五主日を迎え、主の十字架の

出来事がまた一つ近づいたことを思いま

すが、その私たちに向かって、十字架の

直前にある主イエスが、腹を割って、そ

の思いの丈を伝えようとしています。

「私は心騒ぐ。なんと言おうか」と仰る

この一言からそれが分かります。心とは

すなわち、魂のことです。つまり、魂が

揺さぶられながら、私たちにその心の底

を見せるのが主イエスであり、それが、

この日の礼拝で起こっているのです。  

ご存じのように、今は、非常事態で

す。東京都だけでなく、神奈川県から

も、不要不急以外の外出を控えるように

との自粛要請が出されており、しかも、

それがいつまで続くのかまったく分から

ない状況です。そのため、今、世界は、

大きな不安と恐れに包まれていると言え

るのでしょう。それゆえ、喫緊の課題

は、それにどう対処するかということで

す。そこで、為政者は、その原因である

見えない敵と戦い、勝利しなければなら

ないと威勢のいいことを言うのですが、

ただ、目に見えないものほど厄介なもの

はありません。しかも、私たちには、こ

の小さな敵との戦い方も、いわんや、勝

ち方も知らないわけです。ですから、こ

の不確かさの中で、もし私たちが何かを

言えるとしたら、それは、負けないとい

うことです。負けないとはつまり、私た

ちが自分自身を見失わないと言うことで

あり、そのために、自分が何者かをしっ

かりとイメージし、何ができるかを知っ

ていなければらないということです。  

では、それをどこで確かめさせられる

ことになるのか。それは、この日曜日の

礼拝です。主が復活された日曜日の朝、

主との出会いを通し、自分はクリスチャ

ンで、主に愛され、大事にされているん

だと、礼拝に招かれ、この大事な事実を

知らされるのです。だから、私たちは、

相手を打ち負かし、やっつけ、自分だけ

の安心安寧を求めることはしません。い

かなる敵にも負けることがないことを知

っているからです。だからこそ、勝ち負

けに拘らず、私たちらしく過ごすことが

できるのです。愛と寛容を身につけ、普

段の日常を過ごすことができるのはその

ためです。ですから、礼拝は、このよう

に私たちがいかなる者であるかを知らさ

れる場だからこそ、教会は礼拝を大事に

し、これまで守り続けてきたのです。  

ところが、この非常事態によって、そ

もそものところで、礼拝そのものが危ぶ

まれています。それは、科学的見地に基

づくものであり、それゆえ、その見解は

正しいと言えるのでしょう。ですから、

皆さんに手指の消毒、マスクの着用、さ

らに、今日は寒い日でありますが、換気

のために窓を開け、さらに、間隔を空け

てお座りいただいているのはそのためで

す。そして、そこまでして、主の日の礼

拝を守ろうとしているのは、礼拝こそが

私たちの信仰における生命線でもあるか

らです。ただ、その一方で、先月より日

曜日のミサ、礼拝を非公開な形に変更

し、信徒がミサ、礼拝に出席しない決断

をした教会もありました。それは、彼ら

の信仰においては、システム上それが可

能だからなのですが、ただ、幸いにも、

私たちの教会は、なんとか礼拝だけは続

けることが許されています。けれども、

3 月の聖餐式と 4 月の聖餐式は中止する

ことにしました。ただ、週報にも記しま

したように、イースターだけは、何とか

聖餐式を実施できないかと今検討してい

るところです。 

このように、これまで大切だ、大切だ

と言ってきた礼拝に別の側面が加わるこ

とで、その足下が大きく揺らいでいるか
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の感があります。しかし、それでも、私

たちはこうして礼拝へと導かれてきたわ

けです。それは、私たちにとって礼拝

は、不要不急のものではないからです。

他のことは置いておいても、大事にして

いかなければならないものであり、私た

ちが私たちであるために必要なものだか

らです。このように、礼拝は私たちにと

って命に関わるものであり、そして、主

イエスが今日私たちに伝えてくれている

こともそのことについてのことなので

す。主イエスはこう仰います。「自分の

命を愛する者は、それを失うが、この世

で自分の命を憎む人は、それを保って永

遠の命にいたる」と。 

私たちが主のみ苦しみを覚えつつ、礼

拝を献げる最大の理由は、主が私たちに

くださった永遠の命によるものです。主

との永遠の命の交わりの中に生きている

ことを知っているから、だから、この日

もまた、私たちは、こうして礼拝へと招

かれているのです。そして、それが特別

なことだと分かるのは、この世に生きる

私たちが、それだけ不安と恐れの内に置

かれているからでもあるのでしょう。ま

ただから、この非常事態の中、私たちは

礼拝を献げずにはいられないのです。で

すから、主イエスを間近に覚え、この不

安と恐れを取り除きたい、そう思い、礼

拝に集められてきた人は多いことでしょ

う。そして、その不安と恐れが取り除か

れるのは、主が私たちと共にあることを

知らされるからです。 

ところで、私たちの安心の源であり、

基でもある、この主が共にあるというこ

とは、どういうことでしょうか。非常事

態に見舞われる以前、主と出会い、自分

を取り戻し、励ましを受けて、当たり前

のように、教会よりこの世の馳せ場へと

送り出された私たちでありますが、けれ

ども、聖霊に満たされ、会堂を一歩出た

途端に、気持ちが切り替わってしまうの

はどうしてなのでしょう。普段でもそう

いうことがあるくらいですから、今は何

をかいわんやということです。それゆ

え、私たちの健康を脅かす見えない脅威

がどこに潜んでいるか分からない以上、

そこで、信仰が与えられているから大丈

夫だと、いくら強がったところで意味は

ありません。けれども、だからこそ、そ

こで思うのです。そうした中で続けられ

てきたものが私たちの礼拝だということ

を、です。つまり、怯えながら、震えな

がら、恐れおののきながら、こうして集

められている、その中で続けられてきた

ものが私たちの礼拝であり、そして、そ

こで与えられたものが、主の平安である

ということです。 

礼拝が不要不急のものだと思う人は、

私たちの中にはいません。けれども、そ

の場合の私たちというのは、いかなる私

たちなのでしょうか。毎週のことです

が、礼拝には、藤沢教会の全員が集めら

れているわけではありません。そして、

そもそものところで、教会のこれまでの

歴史の中で、信徒全員が集まる形での礼

拝は、ただ一度としてないと言っていい

のでしょう。それは、こうして礼拝を献

げる私たちの信仰も、そして、教会とい

う交わりも、私たちが人生を共にしてい

ることを前提としているからです。つま

り、人生を共にするということは、兄弟

姉妹の様々な局面を共に見つめ、また、

共に担い、共に生きるということであ

り、このことはつまり、人生には、病が

あり、老いがあり、様々な障害があるよ

うに、そうした中で、共にしているもの

が礼拝であるということです。従って、

そうである以上、戸板に載せてでも主イ

エスの御前に兄弟姉妹をお連れすること

は大切なことではありますが、けれど

も、それが叶わないときも必ずあるわけ

です。ですから、そういう意味で、全員

集合というわけにはいかないということ

です。 

しかし、その一方で、礼拝を不要不急

のものと考える人々もいることでしょ

う。まただから、主イエスもここでそう
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した人たちのことを「自分の命を愛する

者」と言ったりもしているわけです。た

だ、そう考えると、こうして礼拝を献げ

る私たちは、「この世で自分の命を憎む

者」ということになります。つまり、自

分を捨てることをも厭わないのが私たち

であるということです。それは、十字架

と復活の出来事を経て今を生きる私たち

にとって、主イエスを通し、それが事実

であることを知らされたからです。けれ

ども、主イエスが私たちに伝えてくれて

いることは、捨てるか捨てないかといっ

た、自分自身への拘りではありません。

十字架の出来事を直接的に経験するその

直前に主イエスが仰ったことは「私は心

騒ぐ。なんと言おうか」ということであ

りました。つまり、新たな始まりの直前

で、十字架という一つのこの大きな終わ

りを見つめ、主イエスが押しつぶされそ

うになっていたということです。  

イスラエルの民に向けられたこの時の

神の見方について、第三イザヤは「彼ら

はわたしの民、偽りのない子らである」

と神様が語られながらも、その最後で

は、「しかし、彼らは背き、主の聖なる

霊を苦しめた。主は翻って敵となり、戦

いを挑まれた」と伝えるのです。それ

は、捕囚の民イスラエルにとって、この

一つの終わりは、歴史的事実でもあった

からです。それゆえ、この度の出来事

は、一つの時代に終わりを告げるものに

なるのかもしれません。なぜなら、14

世紀に、かつてヨーロッパで流行したペ

ストが、ヨーロッパ世界への体質的、構

造的変化を促し、中世という時代が終わ

りを迎えた一因となったことから、今回

のことは、時代に対する体質的構造的変

化を促す、一つの切っ掛けだとも言える

からです。しかし、中世を終わらせた直

接的原因は、ペストだけではなく、そこ

には様々な要因が複合的に重なっている

ように、一つの病だけを取り上げて安直

に結論づけることは慎まねばなりませ

ん。それゆえ、不安や恐怖を煽り立てる

言説に私たちは惑わされてはならないの

ですが、けれども、そうならないために

も、その心の内を明かす主イエスの言葉

に、私たちはしっかりと聞く必要がある

のです。 

一つの終わりを迎えるということは、

痛みがあり、苦しみがあり、そこには必

ず私たちのネガティブな感情が伴うとい

うことです。そして、その痛みと苦しみ

を携えながら、主の御前へと進み行くの

が、主を信じる「私たち」であるという

ことです。そして、そこで忘れてはなら

ないことは、この「私たち」の中に主イ

エスは共にいてくださっているというこ

とです。主ご自身が腹を割って、私たち

に伝えてくれているのはこのことであ

り、つまり、終わりを終わりとして受け

入れることの痛みと苦しみを、主は、

｢私たち｣のこの交わりの中で明らかにさ

れているということです。しかも、主が

その痛みを引き受けられたのは、私たち

の罪を負い、私たちを新たな命へと導く

ためであったわけですが、そこで、私た

ちが導かれるところが、主がここで「私

がいるところ」と言われることでもある

のです。つまり、それが、永遠の命、永

遠の主イエスとの交わりであり、その外

側ではなく、内側に置かれ、生きている

のが｢主と共にある私たち｣であるという

ことです。従って、主イエスが腹を割っ

て私たちに伝えてくださっていること

は、このままで終わることはないという

ことです。 

私たちは、愛することと憎むこととが

併記され、そして、最後のところでは、

「光を信じなさい」とも言われているこ

とから、信じるために自分を憎み、自分

を捨て、そして、そのために礼拝を守り

続けなければならない、と強く思おうと

するものです。そうでないと、自分は終

わってしまう、事態が逼迫すればするほ

ど、そのような思いに駆られてしまうか

らです。しかし、主イエスが仰ること

は、二つに一つ、どちらか一方を選ばな
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ければならないということではありませ

ん。なぜなら、一つを選ぶということ

は、往々にしてその思いの強い方を選ぶ

ことになるからです。けれども、主が望

むことは、そのように私たちが何に執着

するかではありません。主が「私のいる

ところ」と言われているところに、私た

ちが共にいることであり、そこに私たち

は、すでに今生きているのです。  

このただお一人のお方が私たちと共に

いてくださっているということは事実で

あり、この現実が変わることはありませ

ん。なぜなら、それを望んでいるのは、

主ご自身であるからで、まただから、主

イエスは、「心騒ぐ」と仰るのです。し

かし、時に、この事実が私たちの目に歪

んで見えることがあります。それは、私

たちの主イエスへの関心の高さが、主イ

エスを信じる自分自身への執着となり、

それが、礼拝に出なければとの強迫観念

となることがあるからです。またその反

対に、執着が緩んだときなどには、礼拝

はまあいいか、といった塩梅に安きに流

されたりもするのです。けれども、主イ

エスが仰ることは、愛着か、それとも、

憎悪、嫌悪かといった、いずれに執着す

るかということではありません。私たち

は、神様との交わりの中に生きているの

であり、主イエスが一粒の麦に譬えてそ

のことを語っているように、そのことを

実証されたのが私たちの主イエスなので

す。ですから、この事実をさらにはっき

りと知るためにも、私たちは、主イエス

がそうであったように、主イエスと同じ

ところを通り抜けねばなりません。苦し

みつつ主イエスがそこを通り抜けられた

からこそ、この苦しみの中で主イエスと

出会う私たちは、光を光として感じ、新

たな命へと導かれることになるのです。  

この度の出来事は、私たちの信仰をそ

の根底から問い直す出来事であり、その

ため、私たちは、その基本でもある礼拝

に対する思いを深くさせられもするので

しょう。しかし、そうであるなら、そこ

で誤解しないように気をつけねばなりま

せん。礼拝に何が何でも出なければとの

執着を強くする必要はない、ということ

をです。執着し、感染し、その結果、執

着が解かれ、主を憎むようなことが起こ

ったとしたら、それは本末転倒のことで

あり、そうなると、主との命の関わりを

自分自身で否定することにつながりかね

ません。しかし、だから、非常時ゆえに

礼拝はなくていいということではありま

せん。全員が仮に集まることができない

としても、主の日には、教会は開かれて

おり、開かれているということはつま

り、そこで礼拝が守られているというこ

とです。そして、それが約束されている

ということは、場所を異にしていたとし

ても、同じ主との交わりを思いお越し、

同じ時間を過ごす私たちは、同じ命に生

きているということです。大切なこと

は、このことが信仰によって約束されて

いるということであり、だからこうして

礼拝に集う私たちにとって、礼拝は、主

の命に共々に生かされていることを知ら

される、恵みであるということです。  

病に伏していても、外出もままならな

いような状況に置かれようとも、そし

て、様々な状況によって、礼拝への道筋

が閉ざされるようなことがあったとして

も、教会がこうして開かれている限り、

私たちは主の命の中に置かれ、兄弟姉妹

と共に一つの命を生きているのです。そ

して、そこに主は間違いなく私たちと共

にいまし、私たちの命を照らし出してく

ださっているのです。私たちに光を信じ

なさいと仰るのはそれゆえであり、また

だから、私たちも光に照らし出され、主

の命に内に終わりの日までを歩み続ける

ことができるのです。ですから、執着を

捨て去り、主の命の中を生きるものであ

ることを忘れずに、今週も感謝の中に過

ごして参りたいと思います。 

祈り 


